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なまえ

ね ら い

交換しましょう
！

どんぐり情
報交換しましょう
！

どんぐり情
報交換しましょう
！

どんぐり情
報

こうか
ん

じょう
ほう
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　どんぐりの実
み

をつける楢
なら

の木
き

や樫
かし

の木
き

など、ブナ科
か

の植
しょくぶつ

物は、

北
きたはんきゅう

半球の温
おんたいりん

帯林の主
しゅよう

要な構
こうせいしゅ

成種です。日
 に ほんれっとう

本列島は温
おんたい

帯に位
い ち

置して

いるので、秋
あき

に近
ちか

くの林
はやし

に行
い

けば、きっとどんぐりが見
み

つかりま

す。

　ですから、誰
だれ

もが一
いち ど 

度は子
こ

どもの頃
ころ

に、どんぐり拾
ひろ

いをしたり、

そのどんぐりでコマをつくったりして遊
あそ

んだことがあるのではないでしょうか。

　あなたが近
きんじょ

所で集
あつ

めて遊
あそ

んだどんぐりの実
み

を、表
ひょう し 

紙にあるように、別
べつ

の地
ち

域
いき

に住
す

んでいる

お友
ともだち

達が見
み

たら、「珍
めずら

しいどんぐりだ」と思
おも

う場
 ば あい

合が、きっとあります。

　例
たと

えば、コナラのどんぐりは関
かんとう ち ほう

東地方より西
にし

の人
ひとびと

々はすぐ手
て

に入
はい

りますが、北
ほっかいどう

海道や

東
とうほく ち ほう

北地方の子
こ

どもたちにとっては、ミズナラのどんぐりの方
ほう

が身
 み ぢか

近などんぐりなのです。

　関
かんとう ち ほう

東地方でミズナラのどんぐりを手
て

に入
い

れるには、高
こう ち 

地にいか

なければなりません。

　他
ほか

にもウバメガシのどんぐりは海
かいがんぞい

岸沿にしか生
は

えていません

し、世
 せ かい

界でも最
さいだいきゅう

大級といわれるオキナワウラジロガシのどんぐ

りは大
おおすみはんとう

隅半島（鹿
 か  ご しまけん

児島県）の先
せんたん

端が北
ほくげん

限ですが、実
じっさい

際には西
いりおもてじま

表島

(沖
おきなわけん

縄県)まで行
い

かないと、なかなか手
て

に入
はい

りません。

　宇
 う ちゅう

宙の学
がっこう

校は、北
きた

は北
ほっかいどう

海道網
あばしり

走市
し

、南
みなみ

は沖
おきなわ

縄県
けん

那
な は し

覇市まで、全
ぜんこく

国

に50校
こう

以
 い じょう

上あります。

　あなたの住
す

む地
ち

域
いき

のどんぐりを、写
しゃしん

真に撮
と

ったり、スケッチして見
み

せ合
あ

ったり、

また実
じつぶつ

物を送
おく

るなどして、全
ぜんこく

国の皆
みな

さんで協
きょうりょく

力し合
あ

えば、どんぐりについていろい

ろなことがわかると共
とも

に、あなたの世
 せ かい

界はもっと広
ひろ

がることでしょう。
沖
おきなわ

縄のどんぐりは
国
こくない

内では一
いちばん

番
大
おお

きいんだって

よく見
み

ると
いろいろな種

しゅるい

類が
あるね

日
 に ほんじゅう

本中のどんぐりを
あつめてみよう

どんぐりの木
き

は
日
 に ほんじゅう

本中にあるんだよ

どんぐりの情報を集めるという目的で協力し合う体
験を通じ、友達の輪を広げる。地域に応じたどんぐり
の分布に気づかせ、自分の暮らす土地の地理的な位
置に関心をもたせる。

みんなで「どんぐり」を集めようみんなで「どんぐり」を集めようみんなで「どんぐり」を集
あ つ

めよう
←アカナラ（アカガシワ）
　北

ほっかいどう

海道「釧
くし ろ 

路・宇
 う ちゅう

宙の
学
がっこう

校」提
ていきょう

供

↑コナラ
　東

とうきょう

京「国
こくぶん じ 

分寺・宇
  う ちゅう

宙の学
がっこう

校」
　提

ていきょう

供

＊大
おお

きなオキナワウラジロガシ(左
ひだり

)

と小
ちい

さなコナラ（右
みぎ

）↑

↑どんぐり拾
ひろ

いに

　でかけよう

←JAXA宇
　う ちゅうきょういく

宙教育センター

　ホームページへ投
とうこう

稿しよう

どんぐりを各
かく ち 

地へ送
おく

ろう→

↑オキナワウラジロガシ
　「沖

おきなわ

縄・宇
  う ちゅう

宙の学
がっこう

校」提
ていきょう

供

近
きんじょ

所に、どんな
種
しゅるい

類のどんぐり
があるでしょう

住
す

んでいる場
 ば しょ

所によって、どんぐりの種
しゅるい

類に違
ちが

いがあります



これは

細
ほそなが

長いけど、

丸
まる

いのもあるね

細
ほそなが

長いのはコナラの木
き

の実
み

、

丸
まる

いのはクヌギの木
き

の実
み

だよ

↑殻
かく と 

斗の表
ひょうめん

面に、とがった鱗
りんぺん

片がらせん

　状
じょう

に張
は

り付
つ

いている（コナラの仲
なか ま 

間）

殻
かく と 

斗は、鋭
するど

いとげで覆
おお

われている↓

（クリの仲
なか ま 

間）

（写
しゃしんていきょう

真提供）　東
とうきょうとひがしやまとしきょうどはくぶつかん

京都東大和市郷土博物館

殻
かく と 

斗は、お椀
わんがた

型（帽
ぼう し 

子のような）

の形
かたち

をしている

殻
かく と 

斗は、どんぐり全
ぜんたい

体を包
つつ

み込
こ

んでいる（熟
じゅく

すと先
せんたん

端が裂
さ

ける）

A B

←鱗
りんぺん

片は細
ほそなが

長く

　殻
かく と 

斗をらせん状
じょう

に

　覆
おお

っている

　（クヌギの仲
なか ま 

間）

中
なか

にどんぐりが

１個
こ

入
はい

っている→

（スダジイの仲
なか ま 

間）

中
なか

にどんぐりが

2個
こ

入
はい

っている

（殻
かく と 

斗は、柔
やわ

らかい

いが状
じょう

の鱗
りんぺん

片で

覆
おお

われている）

（ブナのどんぐり）

殻
かく と 

斗・・どんぐりが入
はい

っている

　　　 お椀
わん

のような部
 ぶ ぶん

分

鱗
りんぺん

片・・殻
かく と 

斗の表
ひょうめん

面のうろこ  

　　　 のような部
 ぶ ぶん

分

殻
かく と 

斗の表
ひょうめん

面に、輪
わ

を

積
つ

み重
かさ

ねたように、

横
よこ

に筋
すじ

がある　　→

（アラカシの仲
なか ま 

間）

どんぐりの種
しゅるい

類を
見
み わ

分けるポイント
大
おお

きさや形
かたち

の他
ほか

にも､

“ぼうし”のもようや

へその大
おお

きさなどが

あるよ

あなたの住
す

む地
 ち いき

域のどんぐりを、全
ぜんこく

国のお友
ともだち

達に紹
しょうかい

介しよう

工
こうさく

作を楽
たの

しもう
こ の よ う な 説

せつめい

明

を つ け て、JAXA

宇
うちゅうきょういく

宙教育センター

http://edu.jaxa.

j p / c a m p a i g n /

a c o r n s 2 0 1 4

へ投
とうこう

稿してください。

ホ ー ム ペ ー ジ で

紹
しょうかい

介 します。

近
ちか

くの神
じんじゃ

社の階
かいだん

段に、たくさん

落
お

ちていました

アラカシのどんぐりです

写
しゃしん

真・または

スケッチ

説
せつ

　明
めい

　文
ぶん

葉
は

っぱ

採
さい

　取
しゅ

　日
び

○○○○年
ねん

　○月
がつ

○日
にち

東
とうきょう

京・立
たちかわ

川採
さいしゅばしょ

取場所

大
おお

きさが
わかるように

表
ひょうげん

現 しようね

どんぐりのいろいろどんぐりのいろいろどんぐりのいろいろ どんぐりの簡単な見分け方どんぐりの簡単な見分け方どんぐりの簡
か ん た ん

単な見
み わ

分け方
か た

写真やスケッチを募集します写真やスケッチを募集します写
し ゃ し ん

真やスケッチを募
  ぼ   し ゅ う

集します

各
かく ぶ 

部の名
めいしょう

称

記
 き にゅうれい

入例

柱
ちゅうとう

頭 の跡
あと

肩
かた

　　　　
へそ

殻
かく と 

斗・ぼうしなどと

呼
よ

ばれている


